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安全に正しくお使いいただくために 

この取付説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、お客様や他の人々への危害 
や財産への損害を未然に防止するために、以下の表示をしています。その表示と内容をよく理解してから本 
文をお読みください。 

警告  この表示を無視して、誤った取扱をすると、人が死亡または重傷を負う可 
能性が想定される内容を示しています。 

注意
この表示を無視して、誤った取扱をすると、人が障害を負う可能性が想定 
される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 

警告
●電源コードの被覆を切って、他の機器の電源を取るこ 
　とは絶対に止める。電源コードの電流容量がオーバー 
　し、火災、感電の原因となります。 
●音が出ないなどの故障状態で使用しないでください。 
　事故、火災、感電の原因となります。 
●ヒューズを交換するときは、必ず規定容量（アンペア 
　数）のヒューズを使用する。規定容量を超えるヒュー 
　ズを使用すると、火災の原因となります。 
●万一、異物が入った、水がかかった、煙が出る、変な 
　臭いがするなどの異常が起きた場合は、直ちに使用を 
　中止し、必ずお買い上げの販売店に相談する。そのま 
　ま使用すると事故、火災、感電の原因となります。 
●エアバッグの動作を妨げる場所には、絶対に機器の取 
　り付けと配線をしない。エアバッグ動作を妨げる場所 
　に取付・配線すると交通事故の際、エアバッグシステ 
　ムが正常に動作しないため、事故の原因となります。 
●視界や運転の妨げとなる場所へは取り付けないでくだ 
　さい。交通事故の原因となります。 
●ドリル等で穴あけ作業をする場合は、ゴーグル等の目 
　を保護するものを使用する。破片などが目に入ったり 
　して怪我や失明の原因となります。 
●接続したコードや使用しないコードの先端など、被覆 
　がない部分は絶縁性テープ等で絶縁する。ショートに 
　より火災、感電の原因となります。 

●本品はＤＣ１２Ｖ - アース車専用です。大型トラック 
　や寒冷地仕様のディーゼル車などの２４Ｖ車での使用 
　はしない。火災の原因となります。 
●本品を、前方の視界を妨げる場所や、ステアリング、 
　シフトレバー、ブレーキペダルなどの運転操作を妨げ 
　る場所など運転に支障をきたす場所、同乗者に危険を 
　及ぼす場所などには絶対に取り付けしない。交通事故 
　や怪我の原因となります。 
●車体に穴を開けて取り付ける場合は、パイプ類、タン 
　ク、電気配線などの位置を確認の上、これらと干渉や 
　接触することが無いよう注意して行う。火災の原因と 
　なります。 
●車体のボルトやナットを使用して、機器の取り付けや 
　アースを取る場合は、ステアリング、ブレーキ系統や 
　タンクなどの保安部品のボルト、ナットは絶対に使用 
　しない。これらを使用しますと、制動不能や、発火、 
　事故の原因となります。 
●取り付け作業前には、必ずバッテリーのマイナス - 端 
　子をはずす。プラス + とマイナス - 経路のショートに 
　よる感電や怪我の原因となります。 
●コード類は、運転操作の妨げとならないよう、テープ 
　などでまとめておく。ステアリングやシフトレバー、 
　ブレーキペダルなどに巻きつくと事故の原因となり危 
　険です。 
●機器を分解したり、改造しない。事故、火災、感電の 
　原因となります。 

○

○
○○

注意
●本品の取付・配線には、専門技術と経験が必要です。 
　安全のため必ずお買い上げの販売店に依頼してくださ 
　い。誤った配線をした場合、車に重大な支障をきたす 
　場合があります。 
●必ず付属の部品を指定通り使用してください。指定以 
　外の部品を使用すると、機器内部の部品を損傷したり 
　しっかりと固定できずに外れることがあり危険です。 
●雨が吹き込むところなど、水のかかるところや湿気、 
　埃、油煙の多い場所への取り付けは避けてください。 
　機器に水や湿気、埃、油煙が混入しますと、発煙や発 
　火、故障の原因となることがあります。 
●しっかりと固定できないところや振動の多いところな 
　どへの取り付けは避けてください。外れて運転の妨げ 
　となり交通事故や怪我の原因となることがあります。 
●直射日光やヒーターの熱風が直接当たるところなどへ 
　取り付けないでください。機器の内部温度が上昇し、 
　火災や故障の原因となることがあります。 
●機器の通風孔や放熱板、ファンをふさがないでくださ 
　い。通風孔や放熱板、ファンをふさぐと内部に熱がこ 
　もり、火災の原因となることがあります。 
●取付説明書で指定されたとおりに接続してください。 
　正規の接続を行わないと、火災や事故の原因となるこ 
　とがあります。 

●エアバッグ装着車に取り付ける場合は車両メーカーに 
　作業上の注意事項を確認してから作業を行ってくださ 
　い。エアバッグが誤動作する原因となることがありま 
　す。 
●車体のねじ部分、シートレールなどの可動部にコード 
　類をはさみ込まないように配線してください。断線や 
　ショートにより、事故や感電、火災の原因となること 
　があります。 
●コードが金属部に触れないように配線してください。 
　金属部に接触しコードが破損して火災、感電の原因と 
　なることがあります。 
●コード類の配線は、高温部を避けて行ってください。 
　コード類が車体の高温部に接触すると被覆が解けてシ 
　ョートし、火災、感電の原因となることがあります。 
●機器の取り付け場所変更時は安全のため必ずお買い上 
　げの販売店へ依頼してください。取り外し、取り付け 
　には専門技術が必要です。 
●本品を車載用として以外は使用しないでください。感 
　電や怪我の原因となることがあります。 
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取り付け・接続のしかた　その１ 

注意
取り外し、取り付けの際には車両部品や取り付ける機器に傷を付けないよう 
予め保護テープを貼るなど十分注意して作業を行ってください。 

CMM-58JA 

取付概要図 

ＣＭＭ-５００本体 

純正ナビゲーションシステム裏に収納する場合、異音防止のため 
本体にスポンジを貼り付けてください。 

スポンジ貼り付け前 スポンジ貼り付け後 

切替スイッチ 

スイッチ裏面の両面テープの 
はくり紙をはがし、スイッチ 
を運転操作に支障のない場所 
に固定してください。 

ＣＭＭ-５００本体 

純正ナビゲーションシステム 

切替スイッチ 

通風孔や放熱板をふさがないでください。 

しっかりと固定できないところや振動の多いところなどへ取り付けないでください。 

車体に穴を開けるときには、パイプ類・タンク・電気配線などを傷つけないでください。 

直射日光やヒーターの熱風が直接あたるところなどへ取り付けないでください。 

コード類は運転操作の妨げとならないように束ねてください。 

光ファイバーコードを傷つけたり、折り曲げたりして損傷しないよう、配線作業をしてください。 
損傷した場合、車両の故障・破損の原因になります。 
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取り付け・接続のしかた　その２ 

注意

取り外し、取り付けの際には車両部品や取り付ける機器に傷を付けないよう、 

予め保護テープを貼るなど十分注意して作業を行ってください。 

センターパネル内　ＰＡＳＳＥＮＧＥＲ・ＡＩＲ　ＢＡＧ　ＯＦＦ　インジケ 

ーターのコネクターを取り外したままイグニッションキーを回すとメーター内 

エアバッグ警告灯が点灯する可能性があります。 

CMM-58JA 

純正ナビゲーションシステムの脱着要領 

トレイ カバー 

 

① ダッシュに小物入れが装着されている場合はトレイ、ビス 

　 2 本、小物入れを外し吹き出し付クラスターを取り外します。 

①  送風用ベンチレーターが装着されている場合は、カバー、 

　 ビス１本、送風用ベンチレーター、※ビス２本（ゴルフＶの 

　 み装着）、吹き出し付クラスターを取り外します。 

② センターパネルに付属のビス２本を緩め、センターパネル 

　 を取り外します。 

　 （勘合クリップ　　印８ヶ所） 

③ 純正ナビゲーションシステムに付属のビス４本を緩め、 

　 アンテナコネクター、オーディオコネクターを外してから 

　 純正ナビゲーションシステムを取り外します。 

① センターパネルを取り外します。 

　 （勘合クリップ　 　印８ヶ所、ツメ　  ４ヶ所） 

② 純正ナビゲーションシステムに付属のビス４本を緩め、 

　 アンテナコネクター、オーディオコネクターを外してから 

　 純正ナビゲーションシステムを取り外します。 

＜ ゴルフＶ / ジェッタ ＞ 

② 

＜ イオス ＞ 

① ②  

③ 

④ 

①,② ハザードスイッチ横のカバーを外します。 

③ ビス２本を取り外し、センターパネルを取り外します。 

　 （勘合クリップ　 　印６ヶ所） 

④ 純正ナビゲーションシステムに付属のビス４本を緩め、 

　 アンテナコネクター、オーディオコネクターを外してから 

　 純正ナビゲーションシステムを取り外します。 

＜ ゴルフ Plus ＞ 

② 

① ＜ パサート / パサートヴァリアント ＞ 

 

① センターパネルを取り外します。 

　 （勘合クリップ　 　印４ヶ所） 

② 純正ナビゲーションシステムに付属のビス４本を緩め、 

　 アンテナコネクター、オーディオコネクターを外してから 

　 純正ナビゲーションシステムを取り外します。 

① 

②  

① 

③  

①’ 

’ 
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取り付け・接続のしかた　その３ 

注意
取り外し、取り付けの際には車両部品や取り付ける機器に傷を付けないよう 
予め保護テープを貼るなど十分注意して作業を行ってください。 

CMM-58JA 

本製品に同梱のオーディオリリースキーを使用して、4ヶ所 

のロックを解除し、純正ナビゲーションシステムを手前に 

引き抜き、アンテナコネクター、オーディオコネクターを 

外してから純正ナビゲーションシステムを取り外します。 

＜  フェイスパネル一体タイプ ＞ 

＜ フェイスパネル取り外しタイプ ＞ 

フェイスパネル裏側のクリップを外し、フェイスパネルを取 

り外します。本製品に同梱のオーディオリリースキーを使用 

して、4ヶ所のロックを解除し、純正ナビゲーションシステ 

ムを手前に引き抜き、アンテナコネクター、オーディオコネ 

クターを外してから純正ナビゲーションシステムを取り外し 

ます。 

純正ナビゲーションシステムの脱着要領 

① 差込      ６ヶ所 を外しパネルを車両から取り外します。 

② トルクスビス 4 本を緩め、アンテナコネクター、オーディ 

　 オコネクターを取り外してから純正ナビゲーションを取り 

　 外します。 

 

　 

 

 

 

① センターコンソール奥のカーペットパネルを取り外します。 

　 図 1 の①矢印部がトルクスビス 1 本で固定されています。 

② センターコンソールサイドカバー図１の②矢印部ビスを緩め 

　 サイドカバーを取り外します。（勘合クリップ　　印３ヶ所） 

③ フェイスパネルを取り外します。 

④ 純正ナビゲーションを外し、アンテナコネクター、オー  

　 ディオコネクターを外してから純正ナビゲーションを取り 

　 外します。 

 

※ 車両説明は右側です。左側も同様に作業してください。 

＜ 911（997） / ボクスター / ケイマン ＞ 

＜ カイエン（9PA） ＞ 

③ 

図２ 図１ 

② 

① 

①

②

④ 
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取り付け・接続のしかた　その４ 

注意
取り外し、取り付けの際には車両部品や取り付ける機器に傷を付けないよう 
予め保護テープを貼るなど十分注意して作業を行ってください。 

CMM-58JA 

純正ナビゲーションシステムの脱着要領 

＜ パナメーラ / カイエン（92A）＞ 

→
 

→
 

ロック用スプリングを 
左へ傾けます。 スクリュードライバー 

【 エアコンルーバーの取り外し方 】 

⑦ エアコンルーバー取外し工具を 
　 加工します。 

先端から 15ｍｍ部分を 

90 度折り曲げます。 

⑧ 加工したエアコンルーバー 
　 取外し工具を差し込みます。 

⑨ スプリングロックを解除し、 
　 手前に引き出します。 

※ 車両説明は左側です。右側も同様に作業してください。 

① 灰皿を開けます。 

② 灰皿のインサートを取り外します。 

③ 灰皿のロック用スプリングを左へ傾けます。 

④ 灰皿のフタを約 45 度締め、保持します。 

⑤ 灰皿のロック用スプリングの右横に見える開口部から、スクリュードライバーなどを差し込み、セレクター・ 

　 サポートのリリース・ボタンを押します。 

⑥ セレクターレバーのロック解除ボタンを押し、セレクター・レバーを移動させます。 

⑦ エアコンルーバー取外し工具を加工します。 

⑧ 加工したエアコンルーバー取外し工具を、センターコンソールのエアコンルーバーに差し込みます。 

⑨ スプリングロックを解除し、手前に引き出しコネクターを外して取り外します。 

⑩ ナビゲーションを固定しているビスを 4 本緩め、手前に引き出し、コネクター類を外して取り外します。 

　 （ビス　 印 4 ヶ所） 

15ｍｍ 

15ｍｍ 

（上面） 

③ 
⑤ 

⑥ 

⑩ 

フタを 45 度締めます。 ④ 
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取り付け・接続のしかた　その 5 

 注意
取り外し、取り付けの際には車両部品や取り付ける機器に傷を付けないよう 
予め保護テープを貼るなど十分注意して作業を行ってください。 

CMM-58JA 

接続概要図

破線部分に細いマイナスドライ
バーを差し込み、カバーを手前
に引き、取り外してください。

アドバイス 

設定用カバーを取り外すとき、設定用カバーやケース、内部 
基板に無理な力を掛けたり傷付けないようご注意ください。 

ＣＭＭ-５００本体と白色８Ｐコネクターの接続は、 
他のすべての接続が終わってから、バッテリーをつ 
なぐ直前に行ってください。 

① バッテリー電源コード（黄） 

　 純正ナビゲーションシステムに接続されている水色２０Ｐコネクターの  1  バッテリーコード（下図を参照）に付属の 
　 スコッチロック（青）を使用して接続します。  

② アクセサリー信号コード（赤） 

　 純正ナビゲーションシステムに接続されている水色２０Ｐコネクターの  9  アクセサリーコード（下図を参照）が、AWG 
　 #22 ～ ＃18の場合は付属のスコッチロック（赤）を使用し、 AWG #18 ～ #14の場合は付属のスコッチロック（青） 
　 を使用して接続します。 

③ アースコード（黒） 

　 純正ナビゲーションシステムに接続されている水色２０Ｐコネクターの 11 アースコード（下図を参照）に付属のスコッチ 
　 ロック（青）を使用して接続します。 

④ 純正ナビゲーションシステム接続コネクター（緑色３Ｐソケットコネクター） 

　 純正ナビゲーションシステム裏側に既設の緑色３Ｐソケットコネクターと入れ替えて接続します。 

⑤ 純正ナビゲーションシステム接続コネクター（緑色３Ｐプラグコネクター） 

　 純正ナビゲーションシステム裏側から外した既設の緑色３Ｐコネクターと接続します。 

⑥ スライドスイッチ 

　 本製品では使用しません。 

⑦ 切替スイッチ 

　 本体のカバーを取り外し、本体白コネクターと切替スイッチの白コネクターを接続します。 

※ コネクター接続後、カバーは元に戻してください。 

緑色３Ｐ 

緑色３Ｐ 

⑦ 切替スイッチ 

ＣＭＭ-５００本体 

１Ａヒューズ 

白色８Ｐ 

① 

⑥ スライドスイッチ（使用しません。） 

② 

③ 

④ 

⑤ 

スコッチロックの使い方 

プライヤーなどでツメが 
ロックするまで押さえる 

車両のコード 
端子のスリーブが外れないように 
粘着テープ等で固定してください。 

 9  アクセサリー信号

 ( 赤・黒・紫・黒 / 青 ) の何れか

 1  バッテリー電源 

 ( 黄・赤 / 黄・赤 / 茶 ) の何れか 

純正ナビゲーションシステムの 
　　水色２０Ｐコネクター 

11 アース 

 黒 または 茶 
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